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る．そこで，次の 2 つの下位目的を設定する．1 つ目の下位目的は，数学的
モデリングにおいて原場面に注目する意義を明らかにすることである．方法
は，フッサールの創始した現象学にもとづく哲学的考察をおこなう．2 つ目
の下位目的は，原場面の役割や原場面の機能にもとづき，数学的モデリング
能力を分析することである．方法は，応用反応分析マップを用いて，数学的
モデリングの実際を追跡する．  
1 つ目の下位目的である，数学的モデリング能力において原場面に着目す
る意義について検討していくため，中後期フッサール現象学の方法の特徴で
ある，志向性と「ノエシス−ノエマ」構造を適用して，次の 2 つの原場面の
機能を同定する：1 つ目の機能は，地平機能であり，ノエシス的側面である
作用とノエマ的側面である対象の総合的な働きである．2 つ目の機能は，反
省機能であり，過去のノエシスを振り返る働きである．本研究では，これら
2 つの原場面の機能を視点として，数学的モデリング能力を確認し補完して
いく．つまり，応用反応分析マップを用いて視覚化した数学的モデリングの
実際において，原場面の 2 つの機能がどのように関与しているのか読み解い
ていく．  
2 つ目の下位目的である，数学的モデリング能力を分析する枠組みとして，
規範的枠組みと記述的枠組みを設定する．数学的モデリング能力の規範的枠
組みとして，数学的モデリング問題を構成する変数に着目し，数学的モデリ
ングの図式にもとづき，「数学的モデリングの各過程の進行に必要な変数の
取り扱い」を示す．この規範的枠組みには，数学的モデリングの図式に示さ
れる矢印とは逆向きに過程が進行するときに必要となる変数の取り扱いに
ついても反映させる．そして，新たな規範的枠組みとして，「解決者が自身
の経験にもとづき想起する場面」である原場面に着目して，数学的モデリン
グ能力を同定する．また，数学的モデリング能力の新たな記述的枠組みとし
て，応用反応分析マップを援用し，数学的モデリングを視覚化するとともに，
数学的モデリングの進行の実際を追跡していく．応用反応分析マップでは，
問題解決に用いた変数すべてを採用しており，原場面も変数となる．  
以上の準備をもとに，数学的モデリング能力についての実験調査を設計し，
実験調査のデータにもとづき数学的モデリングの応用反応分析マップを作
成する．実験調査の目的は，数学的モデリングにおける原場面を特定するこ
とである．実験調査は 2 回に分けて実施する．各調査において，被験者は，
発話思考法により，問題解決をおこなう．また，第 2 回目実験調査前に，発
話プロトコルやワークシート等の資料をもとに，再生刺激法によるインタビ
ューも実施する．本論文では，特に，数学に関係する原場面の現出と中等教
育段階までに学習した算数・数学による問題解決を期待し，大学院生を被験
者とする数学的モデリング能力についての実験調査を取り上げる．実験調査
のデータは，ワークシートへの解答記述（テキスト），発話プロトコル，そ
して，第 2 回目実験調査前に実施した，再生刺激法によるインタビュー調査
結果である．そして，原場面に着目した数学的モデリング能力の新しい枠組
みを用いて，応用反応分析マップを作成し，数学的モデリング能力を特定す
る．結果として，原場面の役割への着目による新たな数学的モデリング能力
を特定するとともに，具体的に能力を確認することができた．また，原場面
の地平機能と反省機能に視点として，数学的モデリング能力を確認・補記す
ることができた．  
本研究の成果は，原場面に着目した数学的モデリング能力の新たな枠組み
を提案し，実験調査における数学的モデリングの実際と照らし合わせて，能
力を確認することができたことである．また，新たな記述的枠組みとして，
応用反応分析マップ内の原場面が解決過程の進行に及ぼす影響について，原
場面の地平機能と原場面の反省機能に着目して分析をおこない，能力を確
認・補記することができたことである．なお，本論文で分析した実験調査は，
個々のモデリングの実際を捉えることを主眼に置いた設定であり，一斉授業
における数学的モデリング指導による成果ではない．その際，フッサールの
現象学の方法の特徴の 1 つである＜ノエシス－ノエマ＞構造自体が，実は＜主
観－客観＞図式であると批判する見方にも目を向けていく必要があろう．また，
数学に関係する原場面と現実世界に関係する原場面の諸機能について分類・整
理をおこなう場合，数学的モデルを構成する数学の射程についても見逃すこと
は出来ない．  
